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北病棟チームカンファレンス記録

平成１８年　１２月　２７日　（水）

司会　岩籐　良子　　記録　久保　奈々美
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※出席者は記録者が印を付ける。出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（印）する事。

＜連絡事項＞

・栄養管理室の方々で1/2（火）昼にスタッフ対象の主菜、副菜野粗キザミの試食会を予定しています。北病棟では粗キザミ対象者は挙がっていませんが、スタッフの確認の為13:00～13:30に予定しています。

・平成19年1月のカンファレンス予定表作成しています。勉強会や各種報告会等予定しているので担当となっているスタッフは各自確認し準備等行って下さい。

・佐藤放射線技師が私用により1/5（金）より欠勤となり復帰予定は現在未定です。その間のX－ｐ線検査は検査介助者または佐藤志穂が行います。撮影部位・勤務上の都合によっては即日の検査は不可能な場合が予想されますが、緊急時の検査には可能な限り対応していくとのことです。

・青森県医師会よりノロウイルス感染予防対策の資料が来ています。各自目を通して周知徹底して下さい。

・書初め大会当日に勤務の都合上参加出来ないスタッフは12/28（木）～1/3（水）の間に書いて提出する様にして下さい。題材は「月」です。

・従事者届の回収日が明日12/28（木）８時となっています。各自遅れる事無く提出して下さい。

・精神医学辞典の個人購入の希望を取っていますが現在在庫が無く購入の予定が立てられない為検討しています。

・餅つき大会について～午前中のＯＴは餅つき大会参加により対象となります。午後のＯＴはスタッフ人数の都合上出来ない為、午後はＯＴに参加される方は参加して頂きます。

＜患者様連絡事項＞

・坂本　のり子様～左耳介部腫脹見られ12/21（木）小坂Dr診察し穿針行い様子観察となっています。明日の受診の確認を小坂Drへ確認して下さい。

・加賀谷　芙美子様～本日12/27（水）～12/29（金）15時の日程で外泊へ行かれています。ご家族の都合で1泊増えた事は主治医より許可得ており、予測指示のタスモリン1包持たせるよう指示あります。具合が悪くなった際には連絡する様伝えています。

・大上　なみ様～排便コントロールの為シンラック液1本処方となっています。引き続き排便状況の確認し、水分補給や腹部マッサージをして頂き便秘等ない様に声掛け等して関わっていきましょう。

・三上　勇様・日向端　庸男様～スピール膏処方となっています。引き続きベンチ腫の様子観察行っていきましょう。

・駒木　学様～本日松尾歯科歯科受診されています。歯肉に水が溜まっていた為１千穿刺行い、内服薬　ファロム（200）3Ｔ　ノイチーム（90）3T　ロキソニン錠3T　ＡＭ散３包　3×1/３日分処方となっています。主治医報告し本日昼より服用しています。次回は1/4（木）１１時受診予定です。

＜皮膚科診察＞

・田野端　忠夫様～左下腹部の急性湿疹悪化見られる為、本日夕よりタベジール15日分処方となっています。悪化の原因としてズボンのゴムがきつい事が考えられます。下腹部の皮膚の状況観察確認し、衣服の調整も促すようにしていきましょう。

・駒木　学様～臀部擦過傷改善見られる為デルモゾール軟膏止めとなっています。

・五日市　規様～左足第一趾急性湿疹改善見られる為、テラ・コートリル難航、アズクロ止めとなっています｡

・津嶋　イチ子様～下腹部急性湿疹悪化見られています。本人軟膏拒否する事ありますが、軟膏の必要性説明し塗布し、皮膚の状態の観察行っていきましょう。

※1/4（木）野沢Ｄｒ休みの為次回は1/11（木）となります。

＜川端Ｄｒケースカンファ・診察報告＞

・山火　るい子様～12/6（木）より減薬となっており、注意力の低下見られますが体調不良の訴えは聞かれていません。臨時薬継続処方とし以後定期となっています。自己服薬管理については1/10（木）までスタッフ管理とし、問診時に服薬状況や精神状態の報告をし主治医の承諾を得てから1日分より始める予定となっています。

・木村　梅子様～体調不良の訴えきかれ、易怒的となる事時折見られています。同室者が変わった為と考えらるため、様子観察としています。対人関係のトラブルに今後も気をつけていき傾聴して関わっていきましょう。

・平　京子様～病識見られませんが問診時、自己服薬に対して質問する等自己服薬に対して興味を持ち始めている様子です。本人様と内服薬の必要性を理解して頂く様介入し進めていきましょう。

・駒木　学様～プログラム休みがちとなり、理由については「出来ているから必要無い」と話しプログラムの必要性の理解欠けています。継続して続けることを課題としています。本人に合わせたプログラムの提供も検討していきましょう。また、自分ができないことが理解できていない為、安易に褒めずまたけなさないような関わりをしていきましょう。問診時舌に黒い点ができると話していますが、スタッフ確認できていない為、症状があった際はスタッフに報告するよう伝えています。訴えの内容、舌の状況の観察･確認をし主治医へ報告していく事としています。


































